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九
州
大
学
文
学
部
文
学
関
係
講
義
題
目

昭
和
四
十
年
度
第
二
学
期
（
可
疇
疇
亭
丘
]
峠
司
肛

「
オ
リ
エ
ン
ト
の
遺
産
」
（
ス
ラ
イ
ド
）

昭
和
四
十
一
年
於
演
習
室

九

州

文

学

会

談

話

会
六

月

二

十

九

日
松

田

彙

報
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助
教
授

松
田
伊
作
助
教
援
（
言
語
学
）

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
金
沢
大
学
よ
り
来
任
さ
れ
た
。

田
中
栄
一
助
教
援
（
仏
文
学
）

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
大
阪
大
学
よ
り
来
任
さ
れ
た
。

岡
村
繁
助
教
授
（
中
国
文
学
）

昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
東
北
大
学
よ
り
来
任
さ
れ
た
。

前
川
俊
ー
教
授
（
英
文
学
）

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
付
文
学
部
長
併
任
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
―
―
-
+

日
付
併
任
解
除
と
な
ら
れ
た
。

ヘ
ル
プ
ス
ト
教
師
（
独
文
学
）

昭
和
四
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ド
イ
ツ
ヘ
帰
国
さ
れ
た
。

ス
ワ
ー
ド
ソ
ン
講
師
（
ア
メ
リ
カ
文
学
）

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日
招
聘
外
国
人
講
師
と
し
て
来
任
さ
れ
た
。

グ
ロ
ス
教
師

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
二
日
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
来
任
さ
れ
た
。

中

国

文

学

講

義

詩

経

油
習
世
説
新
語

文

学

概

論

マ
ル
ク
ス
主
義
の
芸
術
論

言

語

学

概
論国

語

学

演
習
国
語
の
変
遷

演
習
万
葉
集

講
義
国
語
学
概
論

演
習
天
草
本
伊
曾
保
物
語

演
習
宝
物
集

講
義
国
語
史

集
中
講
義
方
言
学

国

文

学

特
研
書
誌
学
の
方
法

演
習
近
世
歌
論
書

浪
習
近
松
の
浄
瑠
璃

議
義
近
世
小
説
史

演
習
江
吏
部
集

特
講
源
氏
物
語
研
究

講
読
枕
草
子

特
講
近
代
文
学
（
袴
期
ロ
ー
マ
ン
主
義
作
家
の
研
究
）

（
教
養
部
）
重

講
義

講
義

目

加

田

教

授
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井
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教
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山
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師
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ア
メ
リ
カ
文
学

講
義
ア
メ
リ
カ
文
学
史

II 演
習

II 講
義

講
読

演
習

講
読

演
習

講
義

講
読

II 

元

田

助

教

授

時
研
文
心
離
竜
（
六
朝
立
芸
論
）

演
習
宋
代
の
散
文

演
習
牡
丹
亭

演

習

文

選

中
国
語
演
習
、
中
国
語
法
音
韻
学

中
国
語
講
読
、
我
的
前
半
生

英

語

学

音
韻
論

C
h
a
u
c
e
r
入
門

R. 

w. N
 andvoort; 

A
 H
a
n
d
b
o
o
k
 of English G
r
a
m
m
a
r
 

J. 
Sledd ;
 A
 S
h
o
r
t
 Introduction 
to 

English G
r
a
m
m
a
r
 

英

文

学

英
文
学
史

P
e
n
磨
in
B
o
o
k
 of 
English V
e
r
s
e
 

W
.
 W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
;
 T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 

S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
 ;
 An
t
o
n
y
 a
n
d
 Cleopatra 

（
教
養
部
）
後

藤

教

S
p
e
n
s
e
r
 ;
 F
 ae
n
e
 
Queene~ 

英

作

文

（

教

養

部

）

渡

辺

教

W
.
 
C• 

D
.
 
W
h
e
t
h
a
m
;
 R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 in 
Science 
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教
養
部
）
永
野

_v_. 
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（
分
校
）
那
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川

教

授
” ” 助

教
授 授 授

浪

助

教

授

II 

須西

””  助講
教
授師

講講講講講‘演演講
読読読義読習習 義

油
習

II 特
研

講
義

演
習

演
習

講
読

講
義

演
習

演
習

演
習

講
読
①

W
.
 S
a
r
o
y
a
n
研
究

II

⑱
 
H
e
m
i
n
g
w
a
y
の
短
篇
小
説

演
習

W
i
l
l
i
a
m
F
a
u
l
k
n
e
r
研
究

講
読

S
a
r
a
h
O
r
n
e
 Jewett
研
究

独

文

学

現
代
ド
イ
ツ
小
説

ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

仏

文

学

仏
文
学
史
概
説
（
続
）

文
学
研
究
の
諸
問
題

B
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Constant, 
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d
o
l
p
h
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イ
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ウ
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ュ
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リ
ヒ
『
ゲ
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D
e
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u
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g
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o
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t
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ー
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ヘ
ル
プ
ス
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D
e
r
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D
e
u
t
s
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n
g
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n
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o
n
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e
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s
a
t
i
o
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授
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授
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部
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II 
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（
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校
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浜
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0
昭
和
四
ヤ
年
度
卒
業
論
文
題
目

宇
津
保
物
語
に
於
け
る
皇
統
の
人
物
に
つ
い
て

ー
源
氏
物
語
と
の
比
較
ー
—

源
雅
忠
女
二
条
論

御
伽
草
子
に
お
け
る
観
音
信
仰

石
川
啄
木
論

俳
文
に
お
け
る
嘆
文
脈
ー
ー
風
俗
文
選
を
中
心
に
—
|
＇

芥
川
文
学
に
お
け
る
「
死
」
に
つ
い
て

「
浜
松
中
納
言
物
語
」
に
お
け
る
夢
・
転
生
に
つ
い
て

松
浦
宮
物
語
の
研
究

式
子
内
親
王
研
究

大
斎
院
選
子
に
つ
い
て

演
習

演
習

演
習

講
読

講
読

国
語
学
・
国
文
学
関
係

国

語

高白熊太海井井赤鐘出
老

山 山谷田井上関尾江水

典 法桂ふ英敏瑞千征恭
み鶴

子 子子子次幸江子勝子

春

日

和

0
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

(
4
0
.
1
0
.
2
6
、
2
7
於
九
大
文
学
部
）

（
本
学
関
係
の
み
）

公
開
講
演
会

古
代
語
の
国
語
史
的
意
義

研
究
発
表

鵬
外
と
現
代
思
想

「
今
昔
」
考

春重

日松

和泰

男雄
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福

田

良

輔 男

露
伴
の
名
人
も
の
と
禅

複
述
語
文
の
仮
説
に
つ
い
て
ー
ー
_
「
見
巾
」
の
二
面
性

l
瀬境

忠

一

里

広

明

満

R
o
g
e
r
 
V
 ailland

ペ

ロ

ル

講

Furetiere, 

Le r
o
m
a
n
 bou,、'geois
(
教
養
部
）
佐
藤
教

十
八
世
紀
仏
文
学

II

セ

ヴ

ィ

ニ

ェ

夫

人

書

簡

集

野

助

教

授

l

、A
r
t
poetique 
d
u
 X
X
e
 siecle

田

講

師

古

代

語

ラ
テ
ン
語

中
国
語
講
読外

中
国
語
禎
習

英
語

（
教
養
部
）
那

（
教
簑
部
）
藤

田須

助
教
授

講

師

0
九
大
国
語
国
文
学
会

(
4
1
.
5
.
2
2
)

研
究
発
表

薄
雪
物
語
出
典
考

桜
島
忠
信
落
書
に
つ
い
て

「
美
子
が
薬
」
を
め
ぐ
っ
て

日
本
霊
異
語
の
副
詞

玉
里
文
庫
本
古
筆
源
氏
物
語
に
つ
い
て

宮
沢
賢
治
と
近
代
詩
ー
ー
＇
「
銅
鑓
」
を
中
心
と
し
て
ー
ー
、

徳原石後若

川藤木

澄栄八昭太

雄一朗雄一

（
教
養
部
）
東

（
教
養
部
）
那

須光

助
教
授

助
教
授

（
教
養
部
）
城

（
北
九
大
）
有

授師

大

田

垣

蓮

月

尼

の

研

究

中

伊

曾

保

物

語

試

論

中

平
家
物
語
研
究
|
|
平
家
都
落
ち
を
め
ぐ
つ
て
＇
~
橋
口

芥

川

龍

之

介

論

―

―

―

嶋

「
源
氏
物
語
」
に
於
け
る
六
条
御
息
所
と
そ
の
も
の
の
け
に
つ
い
て

宮

本

崇
野留

晋良誠

子 譲 作 子 子



資
料
展
観
「
在
九
州
古
活
字
版
本
展
」

0
西
日
本
国
語
国
文
学
会

(
4
0
•
9
.
1
8
.
1
9

於
佐
賀
大
学
）

（
本
学
関
係
の
み
）

研
究
発
表

支

考

の

其

角

評

を

め

ぐ

っ

て

石

芭

蕉

の

切

字

「

や

」

に

つ

い

て

田

中

仮
名
「
ん
」
に
よ
る
表
記
の
意
味
す
る
も
の

ー

ム

及

び

モ

を

表

は

す

ー

鶴

露

伴

文

学

に

お

け

る

華

厳

思

想

瀬

里

興

昌

寺

一

夜

庵

箪

海

帖

と

日

向

佐

土

原

の

文

事

田

尻

「

つ

れ

づ

れ

」

の

意

味

の

再

検

討

井

手

柳

里

恭

の

噂

の

説

中

村

0
西
日
本
国
語
国
文
学
会

(
4
1
•
9
.
2
2

、

2
3於
九
大
文
学
部
）

（
本
学
関
係
の
み
）

研
究
発
表

黄
表
紙
若
干
の
考
察

尾
張
蕉
門
の
分
裂
と
荷
分
の
泣
場

幕
末
期
佐
賀
地
方
に
於
け
る
助
動
詞
に
つ
い
て

三
宝
絵
詞
と
日
本
霊
異
記

説
話
文
型
の
崩
壊

0
語
文
研
究
第
二
十
一
号

(
4
1
•
2
)

古
今
六
帖
と
千
載
佳
句

和
泉
式
部
「
く
ら
き
よ
り
」
の
歌
の
詠
作
筆
時

蝶
夢
の
俳
壇
登
場
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
上
）

露
伴
文
学
に
お
け
る
華
厳
思
想
に
つ
い
て

瀬田龍料」：

里中頭田

広追昌伸

明雄子一

春原篠石中

日 崎井山

和 栄久 1
1
 

オ

男ー射大尚

0
中
国
文
学
研
究
発
表
の
会

蘇
献
の
思
想

李
商
隠
の
詩

幸 恒 竜広

彦雄正明久

道 八

雄朗

0
吉
町
義
雄
教
授
停
年
退
職

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
付
で
吉
町
義
雄
教
授
が
退
官
さ
れ
た
。

0
松
田
伊
作
講
師
臨
時
講
義

昭
和
四
十
年
十
二
月
に
金
沢
大
学
講
師
松
田
伊
作
氏
が
言
語
学
概
論
を
講

義
さ
れ
た
。

0
松
田
伊
作
助
教
授
来
任

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
松
田
伊
作
氏
が
金
沢
大
学
よ
り
助
教
授
と
し
て

赴
任
さ
れ
た
。

中

国

文

学

関

係

第
二
回
（
昭
和
四
十
年
十
月
）

合

山

究

垂

永

英

彦

第
三
回
（
昭
和
四
十
年
十
二
月
）

淫

祀

と

古

小

説

堀

田

ナ

ッ

旧

満

州

地

区

に

お

け

る

中

国

語

教

育

の

状

況

那

須

清

第
四
回
（
昭
和
四
十
一
年
二
月
）
（
卒
論
発
表
会
）

L
I

い
N

℃

し

り

（

学

部

）

蘇

献

の

和

陶

詩

に

つ

し

て

ノ

ー

曹
植
の
白
馬
王
彪
に
与
ふ
る
詩
に
つ
い
て
木
村
公
子

（

大

学

院

）

杜

甫

晩

年

詩

の

性

格

川

北

泰

彦

第
五
回
（
昭
和
四
十
一
年
四
月
）

戸

語

学

関

係

八
紹
介
＞

福
田
良
輔
著
「
奈
良
時
代
東
国
方
言
の
研
究
」

森

山

隆

206 



杜
荀
鶴
の
詩

0
岡
村
繁
助
教
授
来
任

岡
村
助
教
授
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
付
を
も
っ
て
東
北
大
学
よ
り

文
化
大
革
倫
に
つ
い
て

訪
中
報
告
会

民
間
文
学
論
争

李
商
隠
の
後
半
生
に
つ
い
て

陳
子
昂
の
「
感
遇
詩
」
に
つ
い
て

茅
盾
の
「
蝕
」
三
部
作
に
つ
い
て

久
紀
夫進介

安

東

俊

六

木

村

シ

ゲ

子

第
六
回
（
昭
和
四
十
一
年
七
月
）

小

坪

た

ゑ

美

垂

永

英

彦

第
七
回
（
昭
和
四
十
一
年
九
月
）

樋

口

進

秋

吉

久

紀

夫

中

屋

敷

宏

第
八
回
（
昭
和
四
十
一
年
十
月
）

宋
代
文
芸
に
お
け
る
俗
の
概
念
（
蘇
賦
・
黄
庭
堅
を
中
心
と
し
て
）

合

山

究

中

国

文

学

批

評

と

詞

華

集

林

田

恢

之

助

大

衆

化

渦

程

か

ら

み

た

魯

迅

樋

口

進

明

清

薬

に

つ

い

て

浜

教

授

0
九
州
中
国
学
会
（
於
鹿
児
島
大
学
）
（
昭
和
四
十
一
年
五
月
）

文

芸

講

話

と

胡

風

文

芸

理

論

中

屋

敷

宏

李

商

隠

の

諷

刺

詩

垂

永

彦

杜

甫

晩

年

詩

「

詠

懐

古

跡

」

五

首

に

つ

い

て

川

北

彦

革
命
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
の
結
合秋樋上

尾口吉

龍 泰英

V
e
n
u
s
 a
n
d
 A
d
o
n
i
s
 

ー
愛
と
死
の

d
r
a
m
a
t
i
c
exercise
ー

T
K
e
p
e
a
r
l
氏

T
h
e
O
l
d
 
Man a
n
d
 the 
S
e
a
 

O
 Cai-rn 
N
o
.
 7
 

(
昭
和
41
年
4
月
発
行
）

Othello
ー

恋

愛

悲

劇

と

し

て

の

試

論

的

考

察

古

屋

Heathcliff
と

C
a
t
h
e
r
i
n
e
ー

そ

の

心

理

的

展

開

広

田

H
a
r
r
i
s
の
音
索
分
析
と

S
u
p
r
a
s
e
g
m
e
n
t
a
l
P
h
o
n
e
m
e

に
つ
い
て

英

文

学

関

係

本
学
に
着
任
さ
れ
た
。

渡山

辺 中

靖

秒―、しヽ ． 
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真光

砂義

S
h
a
k
e
s
h
e
a
r
e
に
於
け
る
分
詞
構
文
に
つ
い
て

ー
特
に
初
期
、
中
期
作
品
に
関
し
て
—
ー
田

T
需

C
g
t
e
ヽ
b
ミ
r
y
Tales
の
関
係
詞
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）富

田

党

夫

島

松 英

O
 C
a
i
r
n
 N
o
.
 6
 

(
昭
和
40
年
12
月
発
行
）

英
詩
に
於
け
る

S
o
u
n
d
S
y
m
ぎ
lism

Shakespeare's 

Subjunctive M
o
o
d
 a
n
d
 M
o
d
a
l
 A
u
x
i
l
i
a
r
y
 

D• 

H
.
 
L
a
w
r
e
n
c
e
の
生
命
主
義

T
o
 the 
L
i
g
h
t
h
o
u
s
e
に
つ
い
て

ー
ニ
つ
の
現
実
観
の
対
立
と
結
合
1

金

子

宏

T
需

R
e
tミ
r
n
o
f
 the 
N
a
t芍
に
お
け
る
悲
闊
因
に
つ
い
て
の
一
考
察

杉

山

隆

一

Sミ
m
s
o
n
A
g
o
n
i
s
t
e
s
に
お
け
る
闊
的
ァ
イ
ロ
ニ
ー
の
諸
問
題

園

井

秀

勝笠

又原

正

夫

喜
久
雄

磯

部

頬



井

戸

K
i
n
g
 L

e

a

r

の

再

生

片

岡

T
h
e
 Subjunctive M
o
o
d
 in 
O
b
j
e
c
t
 Clauses in 
C
h
a
u
c
e
r
 

小

川

浩

S
o
m
e
 N
o
t
e
s
 o
n
 E

m

m

a

横

山

恒

子

「

ヨ

ブ

記

」

の

芸

術

性

再

考

吉

崎

泰

博

0
日
本
英
文
学
会
第

38
回
大
会
（
於
上
智
大
学
）
九
州
大
学
関
係
発
表
者

英
文
法
訳
語
が
確
定
す
る
ま
で
|
|
蘭
・
英
学
接
触
期
を
中
心
と
し
て
ー
ー
＇

九

州

大

学

助

教

授

井

田

好

治

M
E
の
S
y
n
t
a
x
に
つ
い
て
（
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
）

九

州

大

学

助

教

授

松

浪

有

0
日
本
英
文
学
会
第

19
回
九
州
支
部
大
会
（
於
佐
賀
大
学
）

九
州
大
学
関
係
発
表
者

Charlotte 
B
r
o
n
t
e
に
見
る
独
立
自
尊
の
精
神
に
つ
い
て
の
一
考
察

九

州

大

学

大

学

院

広

田

To-infinitive 
in 
/Elfric

ー

O
E
S
y
n
t
a
x
へ
の
試
み
_
—
ー

九

州

大

学

大

学

院

小

川

L

g

 
g
l
a
n
d
に
お
け
る
V
e
r
b
a
l
s
に
つ
い
て

九

州

大

学

大

学

院

田

島

松

H
e
r
m
a
n
 Melville 
(J) 
Benito C
e
r
e
n
o
に
つ
い
て

九

州

大

学

野

口

健

J
o
e
 C
h
r
i
s
t
m
a
s
の
救
い
ー
ー
ー
L
i
g
h
t
in A
u
g
u
s
t
に
つ
い
て
—
ー
ー

九

州

大

学

大

学

院

吉

崎

E. 
M
.
 
Forster 
(

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

）

九

州

大

学

中

野

イ
ギ
リ
ス
の
意
味
論
に
つ
い
て
（
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
）

行 泰

人博 司
、、生
釦 稔 章修

仏

文

学

関

係

0
第
五
回
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
会

昭
和
四
十
一
年
十
月
十
五
、
十
六
日
九
州
大
学
文
学
部
に
お
い
て
催
さ
れ

こ。t
 

0
日
本
独
文
学
会

昭
和
40
年
10
月
1
8
.
1
9
日
の
両
日
秋
季
研
究
発
表
会
が
弘
前
大
学
に
於
て

開
催
さ
れ
た
。

第
十
九
回
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会
が
昭
和4
1年
5
月
1
•
8

日
両
日
日

本
大
学
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

0
西
日
本
支
部

t

総
会
並
び
に
研
究
発
表
会
を
11
月
2
7
.
2
8
日
の
両
日
熊
本
大
学
に
於
て
開

催
。
（
九
大
関
係
者
発
表
論
文
）

ホ
フ
マ
ン
ス
ク
ー
ル
と
ギ
リ
シ
ア
古
典
劇

坂

本

明

美

（

修

士

二

年

）

作
品
と
理
論
の
関
係
か
ら
み
た
ブ
レ
ヒ
ト
演
劇
の
問
題
点

池

田

紘

一

（

修

士

二

年

）

0
田
中
栄
一
助
教
授
本
年
四
月
来
任

先
生
の
歓
迎
茶
話
会
を
五
月
上
旬
仏
文
学
教
室
で
開
い
た
。

0
昭
和
四
十
年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
秋
季
大
会

（
十
月
十
日
於
大
阪
大
学
）

独

文

学

関

係

九

州

大

学

永

野

芳

郎
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石船

於
西
南
学
院
大
学
）

本
学
閲
係
研
究
発
表
は
次
の
通
り

C

一
、
プ
ル
ー
ス
ト
と
バ
ル
ザ
ッ
ク

0
第
十
三
回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会

（
昭
和
四
十
年
十
一
月
三
日

研
究
発
表
会

一、

A
8ent circonflexe
に

つ

い

て

福

元

啓

二

郎

一

、

フ

ロ

ー

ベ

ー

ル

の

半

過

去

に

つ

い

て

小

林

正

憲

一
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ム
に
お
け
る

l'art
utile
と

l'art
p
o
u
r
 l'art 

小

柳

保

義

-、

M
e
s
inscriptions, 
Journal 
in time 
de 
Restif 
de 
la 
B
r
e
t
o
n
n
e
 

植

田

祐

次

広

田

正

敏

閥

浜

保

一
、
「
チ
ボ
ー
家
」
の
執
筆
に
先
立
つ
ニ
・
三
の
間
題

一
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ロ
マ
ソ
の
科
学
論
文

総
会

公
開
講
演
会

一
法
と
文
芸

一
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
「
牡
丹
灯
記
」

0
昭
和
四
十
年
度
進
学
生
歓
迎
会

十
一
月
二
十
三
日
北
山
ダ
ム
に
歓
迎
。
ヒ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

0
昭
和
四
十
一
年
三
月
卒
業
論
文
発
表
会
（
三
月
二
日
）

学
士
論
文

助
手

山

越
ロ

栄

一
進

俊

夫

0
昭
和
四
十
一
年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
春
季
大
会

（
六
月
四
・
五
日
於
立
教
大
学
）

0
昭
和
四
十
一
年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
秋
季
大
会

（
十
月
九
日
於
広
島
大
学
）

一、

R
i
m
b
a
u
d
と
文
字

一
、
C
a
m
u
s
~
"
L
aPeste"
に
お
け
る
人
間
性

-、

M
a
u
p
a
s
s
a
n
t
の
短
篇
小
説

-、

Chateaubriand
の

"
R
e
n
e
"

一
、
「
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
」
と
「
谷
間
の
百
合
」

ー
そ
の
主
人
公
に
つ
い
て
ー

-、

G
.

de M
a
u
p
a
s
s
a
n
t
の
生
涯

ー
そ
の
華
麗
と
悲
惨
ー

一
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
論

一
、
文
学
創
造
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
美
学

ー

Flaubert
の
方
法
に
つ
い
て
ー

-、

Gallicismes
clans 
les 
r
o
m
a
n
s
 de Voltaire 

-、

R
o
m
a
i
n
Rolland 

ー
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
の
光
ま
で
ー

修
士
論
文

-、

G
u
i
l
l
a
u
m
e
Apollinaire 

一
、
カ
ミ
ュ
の
「
異
邦
人
」
に
つ
い
て

一
、
「
ロ
ー
ラ
ン
の
歌
」
序
説
ー
史
実
・
伝
説
・
言
語

〇
集
中
講
義

東
京
都
立
大
学
小
場
顧
卓
一
二
教
授
が
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
十

月
―
―
―
十
日
ま
で
「
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
講

義
さ
れ
た

〇
仏
文
学
講
演
会
（
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
一
日
）

ベ

レ

モ

ジ

氏

l

.

l

 

フ
ラ
ン
ス
文
化
使
節

ロ

リ

ヨ

ン

大

学

教

授

ー

1
 

M
a
i
r
v
a
u
x
 romanc1er 

石

田

信

彦

楳

木

栄

一

福

元

啓

二

郎

大

和

淳

子

古寺

川本

直俊

世三

佐

藤

久

美

子

鈴

木

彬

司

清

原

洋

子

片 鬼 足 緒

山 塚 立 方

雅保心末

子 幸 一 弘
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国

語

国

文

（

京

都

大

学

国

文

学

会

）

日
本
民
俗
学
々
報
（
日
本
民
俗
学
会
）

人

文

研

究

（

大

阪

市

立

大

学

文

学

会

）

一

橋

論

叢

(

-

橋

大

学

一

橋

学

会

）

朝

鮮

学

術

通

報

（

在

日

朝

鮮

人

科

学

者

協

会

）

日
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
米
国
大
使
館
文
化
交
換
局
）

S
u
m
i
t
o
m
o
 B
a
n
k
 R
e
v
i
e
w
.
 (
住
友
銀
行
）

万

葉

（

万

葉

学

会

）

立

命

館

文

学

（

立

命

館

大

学

）

文

化

（

東

北

大

学

文

学

部

）

経

済

月

報

（

住

友

銀

行

）

近
代
文
学
研
究
（
法
政
大
学
日
本
近
代
文
学
研
究
会
）

国

文

学

研

究

（

早

稲

田

大

学

国

文

学

会

）

甲
南
大
学
文
学
会
論
集
（
甲
南
大
学
文
学
会
）

郷

土

文

化

（

名

古

屋

郷

土

文

化

会

）

相
模
女
子
大
学
紀
要
（
相
模
女
子
大
学
）

神

戸

外

大

論

叢

（

神

戸

外

国

文

学

研

究

所

）

山
口
大
学
文
学
会
志
（
山
口
大
学
）

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
）

東

洋

学

術

研

究

（

東

洋

学

術

研

究

所

）

彦
根
論
叢
人
文
科
学
（
滋
賀
大
学
経
済
文
化
研
究
所
）

山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告

(111
ロ
女
子
短
期
大
学
）

清
泉
女
子
大
学
紀
要
（
清
泉
女
子
大
学
）

受

贈

雑

誌

愛
知
県
立
女
子
大
学
紀
要
（
愛
知
県
立
女
子
大
学
）

論

究

日

本

文

学

（

立

命

館

大

学

日

本

文

学

会

）

演

闊

研

究

（

早

稲

田

大

学

演

闊

研

究

会

）

人

文

論

究

（

北

海

道

教

育

大

学

函

館

分

校

）

F
o
r
e
i
g
n
 Studies 
P
a
m
p
h
l
e
t
.
 
(
神
戸
外
国
語
大
学
研
究
所
）

神

戸

外

大

論

叢

（

神

戸

外

国

語

大

学

研

究

所

）

神
戸
外
国
語
大
学
研
究
年
報
（
神
戸
外
国
語
大
学
研
究
所
）

人

文

論

究

（

関

西

学

院

大

学

）

文

芸

と

思

想

（

福

岡

女

子

大

学

文

学

部

）

大
阪
府
立
大
学
紀
要
人
文
、
社
会
科
学
（
大
阪
府
立
大
学
）

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
会
誌
（
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
）

哲

学

研

究

（

京

都

哲

学

会

）

東

京

支

那

学

報

（

東

京

支

那

学

会

）

東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
（
東
北
大
学
文
学
部
）

ア

カ

デ

ミ

ア

（

南

山

大

学

）

野

田

文

学

（

野

田

文

学

会

）

逐
次
刊
行
物
目
録
（
国
立
国
会
図
書
館
）
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